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 議案第１３０号 
 
 令和６年度宝塚市病院事業会計補正予算（第１号） 
 
 
 （総則） 
 

第１条 令和６年度宝塚市病院事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 
 
 

（収益的支出の補正） 
 

第２条 令和６年度宝塚市病院事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益的支出の
予定額を次のとおり補正する。 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

（議会の議決を経なければ流用できない経費の補正） 
 

第３条 予算第９条第１号中 6,791,519 千円を 6,982,263 千円に改める。 
 
 
 
 

令和６年(２０２４年)１２月１６日提出 
 

 宝塚市長  山﨑 晴恵 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （科   目） （既決予定額） （補正予定額） （ 計 ） 

        
        
        

 支 出       
        
第１款 病 院 事 業 費 用 13,850,739 千円 190,744 千円 14,041,483 千円 
        

第１項 医 業 費 用 13,698,037 千円 190,744 千円 13,888,781 千円 
        



 

-2- 

 

 

 

 

 

 

 

 

（余 白） 
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令和６年度宝塚市病院事業会計補正予算実施計画

収　益　的　支　出 

 支　　出 （千円）

款 既決予定額 計 備考

１病院事業費用 13,850,739 190,744 14,041,483

1 医 業 費 用 13,698,037 190,744 13,888,781

1 給 与 費 6,791,519 190,744 6,982,263

項 目 補正予定額
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(単位:千円)
１　業務活動によるキャッシュ・フロー

 材料の購入による支出 △ 2,756,155
 人件費支出 △ 6,956,925
 医業収入 11,695,822
 負担金、補助金等収入 982,939
 国庫補助金等による収入 16,159
 その他業務収入 745,123
 その他業務支出 △ 4,360,076
 小計 △ 633,113
 利息の受取額 1
 利息の支払額 △ 42,481
 業務活動によるキャッシュ・フロー △ 675,593

２　投資活動によるキャッシュ・フロー
 有形固定資産の取得による支出 △ 602,152
 一般会計からの繰入金による収入 574,387
 寄附による収入 1
 退職手当組合負担金調整額による収入 14,257
 投資活動によるキャッシュ･フロー △ 13,507

３　財務活動によるキャッシュ・フロー
 建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 1,099,700
 建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 1,068,517
 その他の企業債の償還による支出 △ 1,974
 リース債務の返済による支出 △ 6,097
 財務活動によるキャッシュ・フロー 23,112

 資金増加額 △ 665,988
 資金期首残高 955,454
 資金期末残高 289,466

【注記事項】
 １．資金の範囲
 資金期末残高と貸借対照表に掲記されている現金預金は一致している。

令和６年度 宝塚市病院事業会計予定キャッシュ・フロー計算書

(令和6年4月1日から令和7年3月31日まで)

-4-



１　総括

特別職 一般職 報酬 給料 手当 計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円）

( 11)

15 842 653 2,835,255 2,474,138 5,310,046

( 6)

15 863 653 2,744,416 2,393,555 5,138,624

( 5)

△ 21 90,839 80,583 171,422

（注）（　）は短時間勤務職員数（別掲）

賞与 法定福利費 退職給付費

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

982,217 190,000 400,000 75,000 25,000 6,982,263

962,895 190,000 400,000 75,000 25,000 6,791,519

19,322 190,744

扶養手当 地域手当 通勤手当 特殊勤務手当 時間外手当 宿日直手当 休日勤務手当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

47,572 369,914 58,631 696,459 202,706 8,128 1,749

47,572 358,416 58,631 696,459 198,656 8,128 1,707

11,498 4,050 42

管理職手当 期末手当 勤勉手当 住居手当 児童手当 管理職特勤 合計

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

78,270 505,875 404,927 62,101 37,400 406 2,474,138

78,270 471,243 374,566 62,101 37,400 406 2,393,555

34,632 30,361 80,583

２　給料及び手当の増減額の明細

増減額 増減事由別内訳

（千円） （千円）

90,839 給与改定に伴う増減分 90,839 給与改定に伴う増減分 90,839

80,583 給与改定に伴う増減分 80,583 給与改定に伴う増減分 80,583

補正前

比較

補正後

補正前

比較

給与費

給与費明細書

職員数

区分

補正後

区分

区分

補正後

補正前

比較

備考

合計退職給付費

比較

法定福利費
引当金繰入額

区分

補正後

補正前

手当

職員手当の内訳

職員手当の内訳

区分 説明

給料
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３　給料及び手当の状況

（１）初任給　　令和6年4月1日時点

（国の制度）…一般会計において対応給料表がなく、当該棒給表が適用される国家公務員について記載した。

（２）期末手当・勤勉手当

（注）（　）は再任用職員の標準的な支給率  

一般会計の制度
(1.175) (1.225) (2.4)

有

准看護師養成所卒 － － 207,700 －

区分
国の制度

医師職（円） 医療技術職（円） 看護職　（円） 事務職　（円）

区分 医師職（円） 医療技術職（円） 看護職　（円） 事務職　（円）

242,700 －

高校卒 － － － 198,500

准看護師養成所卒 － －

短大２卒 － 210,000 258,500 －

短大３卒 － 215,900 261,600 －

大学卒 331,900 224,300 267,100 224,300

高校卒 － － － 188,000

短大２卒 － 208,300 240,600 －

短大３卒 － 220,500 249,400 －

大学卒 291,400 227,400 255,400 220,000

区分
支給期別支給率 支給率計 職制上の段階、職務の級等

備考
１２月（月分） （月分） による加算措置６月（月分）

補正後
(1.175) (1.225) (2.4)

有

補正前
(1.175) (1.175) (2.35)

有
2.25 2.25 4.5

2.25 2.35 4.6

2.25 2.35 4.6
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(単位：千円)

1

ｱ 4,118,742
ｲ 17,549,271

 12,189,089 5,360,182
ｳ 271,519

206,638 64,881
ｴ 7,151,385

 5,188,517 1,962,868
ｵ 18,390

 17,471 919
ｶ 65,653

 51,262 14,391
ｷ 23,460

 5,750 17,710

11,539,693

ｱ 1,488

1,488

ｱ 242,374
ｲ 315,291

557,665

12,098,846

2

289,466

1,733,382
 766 1,732,616

137,834

497

2,386

2,162,799

14,261,645

固 定 資 産

流 動 資 産

(1)

(2)

(3)

無 形 固 定 資 産 合 計

(3)
長 期 未 収 金

(5)

(4)

投 資 合 計

固 定 資 産 合 計

前 払 金

有 形 固 定 資 産 合 計

減 価 償 却 累 計 額

長 期 前 払 消 費 税

(2)
電 話 加 入 権

減 価 償 却 累 計 額
リ ー ス 資 産
減 価 償 却 累 計 額
その他有形固定資産

器 械 備 品
減 価 償 却 累 計 額
車 両

建 物
減 価 償 却 累 計 額
構 築 物
減 価 償 却 累 計 額

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

令 和 ６ 年 度 宝 塚 市 病 院 事 業 予 定 貸 借 対 照 表

(令和７年３月３１日)

資 産 の 部

(1)
土 地

資 産 合 計

流 動 資 産 合 計

現 金 預 金

未 収 金
貸 倒 引 当 金

貯 蔵 品

前 払 費 用
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3

ｱ 5,027,075

ｲ 20,008
5,047,083

ｱ 850,000

279,960

6,177,043

4

ｱ 1,101,338

ｲ 1,979
1,103,317

ｱ 300,000

6,202

1,135,607

94,928

39,308

ｱ 400,000
ｲ 75,000

475,000

3,154,362

5

1,137,582
 902,441

235,141

9,566,546

6 2,816,580

7

ｱ 17,460
ｲ 631,028

648,488

ｱ 1,230,031

1,230,031

1,878,519
4,695,099

14,261,645

当年度未処分利益剰余金

負 債 資 本 合 計

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計
資 本 合 計

資 本 剰 余 金 合 計

(2) 利 益 剰 余 金

剰 余 金

(1) 資 本 剰 余 金
受 贈 財 産 評 価 額
他 会 計 負 担 金

資 本 の 部

資 本 金

繰 延 収 益

(1) 長 期 前 受 金
収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

引 当 金 合 計

流 動 負 債 合 計

賞 与 引 当 金
法 定 福 利 費 引 当 金

(5) 預 り 金

(6) 前 受 金

(7) 引 当 金

(3) リ ー ス 債 務

建設改良費等の財源に
充てるための企業債
そ の 他 の 企 業 債

建設改良費等の財源に
充てるための企業債
そ の 他 の 企 業 債

(1)

(4) 未 払 金

企 業 債

(2) 他 会 計 借 入 金
その他の長期借入金

退 職 給 付 引 当 金

企 業 債 合 計

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債

他 会 計 借 入 金
そ の 他 の 長 期 借 入 金

(3)

企 業 債 合 計

負 債 の 部

固 定 負 債

(1) 企 業 債

(2)
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【注記事項】
Ⅰ　重要な会計方針
 １．資産の評価基準及び評価方法

 (1)たな卸の方法及び評価基準
 貯蔵品・・・・・先入先出法による低価法によっている。

 ２．固定資産の減価償却の方法
 (1)有形固定資産(リース資産を除く)

 定額法を採用。
 なお、主な耐用年数は次のとおり。
 建物本体　39年、給排水設備　15年

 (2)無形固定資産(リース資産を除く)
 定額法を採用。

 (3)リース資産
 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

 自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用している。
 所有権移転外ファイナンス･リース取引に係るリース資産

 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。

 ３．引当金の計上方法
 (1)貸倒引当金
 債権の貸倒れによる損失に備えるため、貸倒実績額等による回収不能見込額を計上している。
 (2)退職給付引当金
 職員の退職手当の支給に備えるため、当該事業年度末における職員に対する退職手当の要支給
 額から、兵庫県市町村職員退職手当組合における積立金相当額を控除した金額を計上している。
 (3)賞与引当金
 職員の期末・勤勉手当の支給に備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき、当事
 業年度の負担に属する額を計上している。
 (4)法定福利費引当金
 賞与引当金の計上に伴い必要となる法定福利費見込額を計上している。

 ４．その他会計に関する書類の作成のための基本となる重要な事項
 (1)消費税等の会計処理
 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。なお、控除対象外消費税等につ
 いては、当事業年度の費用として処理している。ただし、固定資産に係る控除対象外消費税等につ
 いては、長期前払消費税勘定に計上し、7年間で均等償却を行っている。

Ⅱ　予定貸借対照表等関連
 １．貸借対照表の流動負債に計上されている企業債

 貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して1年以内に償還予定のも
 の）のうち、他会計が負担すると見込まれる額は591,623,000円である。

 ２．長期未収金について
 令和5年（2023年）3月29日付で締結した退職手当組合負担金における各会計間の調整に関する変
 更協定書における病院事業会計の超過負担額である。

 ３．その他の企業債について
 固定負債及び流動負債におけるその他の企業債は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の
 取組に伴う利用者の減少等により、令和２年度において発生又は拡大すると見込まれた公営企業の資
 金不足額の補てんのための企業債である。

Ⅲ　減損損失
 １．グルーピングの方法

 病院事業に使用している固定資産は、そのすべてが一体となってキャッシュ・フローを形成しているこ
 とから、病院全体を１つの資産グループとしている。

Ⅳ　リース契約により使用する固定資産
 １．リース取引の処理方法

 リース料総額が300万円以上のファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る方法に
 準じた会計処理を行っている。
 リース料総額が300万円未満のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法
 に準じた会計処理を行っている。
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収　　益　　的　　支　　出

支　　出 （千円）

節 既決予定額 計 備考

1 13,850,739 190,744 14,041,483

1 医 業 費 用 13,698,037 190,744 13,888,781

1 給 与 費 6,791,519 190,744 6,982,263

医 師 給 469,691 9,059 478,750

看 護 師 給 1,241,965 48,304 1,290,269

医 療 技 術 員 給 442,040 14,433 456,473

事 務 職 員 給 118,201 3,467 121,668

会計年度任用職員給 472,519 15,576 488,095

医 師 手 当 721,223 11,474 732,697

看 護 師 手 当 931,787 44,345 976,132

医 療 技 術 員 手 当 346,196 13,894 360,090

事 務 職 員 手 当 102,131 3,437 105,568

会計年度任用職員
手 当

292,218 7,433 299,651

法 定 福 利 費 962,895 19,322 982,217

病 院 事 業 費 用

補正予定額款・項 目
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